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軟弱地盤における海上部取水口ケーソン躯体の沈下掘削に関する一考察

―川崎火力発電所 4号機取替増強に伴う取水設備新設工事―

ＪＲ東日本 東京工事事務所 正会員 ○井上 剛治

ＪＲ東日本 東京工事事務所 正会員 小島 淳史

ＪＲ東日本 東京工事事務所 正会員 縄田 晃樹

１. はじめに
JR 川崎発電所構内において,重油を燃料とする汽力発電設備から発電効率の高い天然ガスを燃料とする複合サイ

クル発電機への取替増強に伴い,取水設備(取水槽,取水路,取水口等)の新設工事を進めている.

本報告では,この工事の中で行った,軟弱地盤における海上部取水口ケーソン躯体(以下,躯体)の沈下掘削の施工結

果を報告する.

２. 構造概要
取水口は,直径 13.0m,高さ 22.8mの円柱形の鉄筋コンクリート構造で深

層冷却水を取水することが可能な鉛直取水方式を採用し,メンテナンス

を考慮し 2箇所設置する.取水口から取り込まれた冷却水は,取水路(延長

約 570m×2条)により発電所用地内に構築する取水槽へと導水する.

取水口の施工は工期短縮を図るため,鋼殻式ニューマチックケーソン

工法とした.また,取水路施工のためのシールドマシン到達立坑を兼ねて

いるため,躯体内部にシールド到達室を有す

る構造としている(図-1,図-2).

３. 施工概要
本施工は,台船上にて図-2に示す躯体 NO①

部の製作,躯体 NO②部の鉄筋組み立て及び鋼

殻設置を行い,1800t吊の起重機船によって躯

体を据え付け,その後仮設桟橋上にて躯体 NO

②～⑤の構築を行った１).躯体の沈下掘削を行

う((最終刃口深度は川崎港工事基準面(以下

KP) -36.367m))当該箇所の地質条件は,図-2に

示す通り KP -9.180mより軟弱粘性土２）地盤

(平均 N値 4以下）,KP-27.180mより平均 N値

50以上の砂質土地盤である.

４. 躯体沈下掘削における施工計画
躯体沈下掘削工の施工計画では,沈下掘削中の躯体が,きわめて不安

定であり傾きやすい傾向にある３)ことから傾斜対策を要した.

施工中の躯体の傾斜管理は,図-3に示す 4点(A,B,C,D)の刃口深度の

最深値から 4点の刃口深度の差を傾斜値とし,傾斜値の最大値を管理

する計画とした.傾斜値の計測方法は,固定式傾斜計を図-2に示す位置

に取り付け, 4点の傾斜値を算出した.なお傾斜に対する基準値は,傾

斜警戒値 310mm,傾斜限界値 390mmとした.傾斜限界値の設定は,過去の施工

実績 3) より躯体直径の 3％とした.
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図-1 ケーソン概要図

図-3 取水口平面図(計測)

図-2 取水口断面図

図-1 取水口平面図
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図-5 躯体沈下掘削に伴う傾斜値結果

図-4 ガイド設置状況

躯体初期沈下掘削での傾斜への対策法として,図-4 に示すガイドローラ

ーとジャッキを有するケーソンガイドを工事用桟橋上から設置する計画

とした.

今回使用するジャッキの能力の決定は,傾斜警戒値 310mmの傾斜によっ

て発生する水平荷重と,ジャッキによって加えることの出来る水平荷重か

ら決定し, 35t仕様のジャッキ 4台とした.

今回の躯体沈下掘削では,施工段階を表-1に示すように大きく 3段階

に分けることができる. 躯体沈下掘削での躯体へのガイドの設置は,図

-4に示すように砂質土到達前 1.5mまで行う計画とした(施工段階Ⅰ).砂

質土到達前 1.5mにて躯体へのガイドを取り外した後の施工は,躯体上部

に取り付けている止水壁にガイドを設置し直さなければならなかっ

たが,今回施工では,止水壁にガイドを設置し直さず施工する計画とした

(施工段階Ⅱ).これは,刃先深度がKP-21.540mまで到達するため,躯体へ

の受動土圧の増加により傾きにくいと判断したためである.また,砂質

土到達までの残沈下量が約 1.5mであることから,この間に発生した傾斜

を砂質土地盤に到達した後の施工(施工段階Ⅲ)で修正することが可能

であると判断したためである.軟弱地盤における沈下掘削時の傾斜修正

は,刃口部の掘削位置を調整し傾斜修正する方法,また下部空間(作業室)

にサンドルを設置し沈下掘削を行う等の方法を計画した.

５. 躯体沈下掘削における軟弱粘性土地盤施工結果
軟弱粘性土地盤での沈下掘削に伴う傾斜は,図-5に示す結果(1号ケーソ

ン沈下掘削中,2号ケーソン沈下掘削完了)となり,1号・2号ケーソンともに

同様の傾斜傾向を示した.各施工段階での最大傾斜値は,施工段

階Ⅰで 278mm,施工段階Ⅱで 312mmとなり,傾斜限界値 390mm

を満足することができた.また,施工段階Ⅲでの傾斜値について

は,減少の傾向を示していることから,傾斜が修正されているこ

とを確認できた.なお,今回の施工結果にて D点の傾斜値が大き

い理由は,D点と対角線上の B点側にシールド到達用の開口部

があるため鉄筋による補強を行っており,B点側の重量が大き

いためだと考えられる.

６. おわりに
本稿は, 軟弱地盤におけるニューマチックケーソン工法沈下

掘削の施工計画及び施工結果について述べた.今回対象箇所地

質条件での施工では,施工段階Ⅱで傾斜が大きくなる傾向を示

す結果となった.しかし,施工段階Ⅰで傾斜を抑制したことによ

り施工段階Ⅱで計画した基準値を超える傾斜にはならず施工を行うことができたと考える.そのため,傾斜対策にガ

イドは有効であったことが確認できた.今後も,最終刃口深度(KP-36.367m)までの沈下掘削,その後のシールドマシン

到達に向けてケーソンの挙動の計測管理を引き続き行う.
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表-1 施工段階内訳
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